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当所では昭和36年から文部科学省の委託を受けて環

境放射能水準調査を行っている｡ 昨年まで１) に平成22

年度までの調査結果を報告した｡

平成23年度は従来の環境放射能水準調査の他に､ 平

成23年３月11日に発生した東日本大震災に伴う福島第

一原子力発電所事故の環境への放射能影響を調査する

ため文部科学省よりモニタリング強化の指示があった｡

全国で放射能汚染の不安が高まる中､ 高知県では危機

管理部や関係部局と連携し､ 県産品等の核種分析を実

施したのでその概要を報告する｡
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高知県の環境放射能調査
― 福島第一原子力発電所事故に伴う調査 ―

宅間 範雄・芦田 拓・西山 佳央里＊１)・鎌倉 温子
植村 多恵子・�宮 真美・西森 一誠＊２)
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【要旨】 平成23年３月11日の東日本大震災に伴い福島第一原子力発電所事故が発生し空間放射線量率､ 蛇口水及
び降下物 (定時降水) についてモニタリングが強化された｡ その中で､ 平成23年４月19日採取分の降下物
からヨウ素-131が4.4±0.67Bq/㎡及びセシウム-137が2.4±0.71Bq/㎡検出された｡
高知県では､ 放射能汚染に対する不安を解消するため､ 海水､ 水産物､ 農産物､ 市場流通品などについ
て調査を実施した｡
水産物について､ 平成23年12月13日に入手したカツオ１検体からセシウム-137とセシウム-134がそれぞ
れ1.4±0.33Bq/kg及び0.77±0.25Bq/kg検出された｡
また､ 飼料からの汚染の疑いがある牛肉からそれぞれ最大で､ セシウム-137が1.47×10３±34Bq/kg､ セ
シウム-134が1.24×10３±30Bq/kg 検出された｡ 福島第一原子力発電所事故後に出荷された腐葉土からも
それぞれ最大で､ セシウム-137が7.3×10２±33Bq/kg､ セシウム-134が7.1×10２±32Bq/kg検出された｡
高知県近海の海水については､ 福島第一原子力発電所事故に由来する放射性物質は検出されなかった｡
空間放射線量率調査では､ 事故以前の値と比べて変動はほとんどないと考えられた｡ 地上１ｍ地点の観
測結果においても事故以前の値と大きく変わる地点はなかった｡
以上の結果から､ 低いレベルでの検出事例はあったものの本県の環境放射能レベルは従前とほぼ同じ水
準で推移していると考えられた｡ 今後も原子力発電所事故後の環境への放射能の影響を､ 引き続きモニタ
リングしていくことが必要である｡
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*１) 医事薬務課 *２) 環境対策課
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１. １ 試料対象物と採取方法

１� 降下物

平成23年３月19日から毎日午前９時に前24時間内の

降下物 (降水及び地表に降下するじん埃) を当所屋上

(高知市丸ノ内2-4-1､ 高知県保健衛生総合庁舎) に設

置している降水採取装置 (受水面積：500cm２) から採

水した｡ 降水がない場合には降水採取装置のロート

を水で洗浄し検体とした｡ (この調査は平成23年12月

27日で終了した｡)

２� 蛇口水

平成23年３月18日から毎日午後３時頃に､ 当所３階

放射能第一研究室の蛇口より２Ｌを採水した｡ (この

調査は平成23年12月27日で終了した｡)

３� 海水 (海洋深層水・海水浴場・公共用水域測定箇

所の海水)

海洋深層水は､ 平成23年３月25日より２週間に１回

室戸市室戸岬町海洋深層水研究所および高岡漁港内取

水ポンプピットの２箇所で海洋深層水研究所職員及び

室戸市商工観光深層水課職員が採水した｡

海水浴場水は平成23年６月27日から７月１日の海開

き前と７月25日から27日および８月15日から17

日の営業中２回の合計３回高知県下８箇所の海

水浴場で高知県環境対策課職員もしくは管内海

水浴場の保健所担当職員が採水した｡

公共用水域測定箇所の海水は､ 平成23年５月

25日から平成24年３月16日にかけて､ 奈半利地

先､ 叶岬沖､ 須崎湾の３測定箇所の海水を合計

11回測定委託先の職員が採水した｡

４� 下水汚泥等

平成23年７月12日に公園下水道課職員が高須

浄化センターで下水汚泥､ 下水流入水､ 下水流

出水を採取した｡ また､ 平成23年11月21日に同

所で下水汚泥焼却灰を採取した｡

５� 牛肉・牛乳

牛肉は平成23年７月12日から12月13日にかけ

て高知市保健所分78検体､ 高知県保健所分64検

体の合計142検体を保健所担当職員が量販店等

から購入した｡

牛乳は､ 平成24年２月21日に安芸保健所､ 中央東保

健所､ 中央西保健所職員がそれぞれの管内製造業者か

ら収去した｡

６� 水産物

平成23年７月14日から平成24年３月27日にかけて水

産試験場職員が土佐湾沖のカツオを９回採取した｡

また､ 平成23年８月12日から17日に漁業振興課職員

が高知県海域のキンメダイ､ ゴマサバ､ イワシシラス

を採取した｡

７� 腐葉土

平成23年７月27日から８月９日にかけて農業政策課

職員が量販店､ 保育所等から腐葉土を採取した｡

８� 農畜産物

平成23年５月31日にゆず果皮を産地流通支援課が採

取した｡

また､ 平成23年８月12日から17日に農業政策課職員

が玄米､ 牛肉､ ナス､ ショウガ､ ミョウガ､ ニラ､ シ

シトウを採取した｡

９� 地上１ｍ地点での空間放射線量率

平成23年６月13日から12月27日まで高知市辷り山で

NaIシンチレーションサーベイメータを用いて地上１

ｍ地点での空間放射線量率を測定した｡
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地上１ｍ地点での空間放射線量率調査は､ 平成23年

７月より安芸市､ 南国市､ 佐川町､ 須崎市､ 四万十市

で､ 平成23年12月より芸西村､ 香南市､ いの町､ 四万

十町､ 宿毛市で毎月１回管内保健所職員が測定した｡

なお､ 高知市辷り山での調査は平成24年１月以降も

月に１回継続して実施した｡

１. ２ 試料の調製及び測定装置の種類と測定方法

１. ２. １試料の調製

文部科学省等が編纂した以下の解説書の方法に従っ

た｡

１� 放射能測定調査委託実施計画書 (平成23年度)

２� 文部科学省編 ｢環境試料採取法｣ (昭和58年版)

３� 文部科学省編 ｢ゲルマニウム半導体検出器等を用

いる機器分析のための試料の前処理法｣ (昭和57年

版)

４� 厚生労働省編 ｢緊急時における食品の放射能測定

マニュアル｣ (平成14年３月)

１. ２. ２測定装置の種類等

１� γ線核種分析

Ge半導体検出器：㈱SEIKO EG&G社製GEM15-70-Sを

用いて測定した｡

２� 空間線量率

サーベイメータ：アロカ㈱製TCS-171またはアロカ

㈱製TCS-166を用いて測定した｡

１. ２. ３ 測定方法

文部科学省編 ｢ゲルマニウム半導体検出器による

ガンマ線スペクトロメトリー｣ (平成２年改訂版) に

従った｡
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２. １ 降下物

降下物試料 (285試料) についてガンマ線核種分析

を行った｡ その結果､ ヨウ素131及びセシウム137が平

成23年４月19日採水分から表１のとおり検出されたが､

ほかの284試料については検出されなかった｡

２. ２ 蛇口水

蛇口水試料 (285試料) についてガンマ線核種分析

を行ったが､ 全ての試料についてヨウ素131及びセシ

ウム137並びにセシウム134は検出されなかった｡

２. ３ 海 水

高知県東部の室戸市近海で採水している海洋深層水

(50試料) についてガンマ線核種分析を行ったが表２

に示したように､ 全ての試料についてヨウ素131及び

セシウム137並びにセシウム134は検出されなかった｡

海水浴場水 (54試料) および公共用水域測定箇所の

海水 (11試料) についても同様であった｡ その結果を

表３および表４に示した｡

２. ４ 下水汚泥等

下水流入水､ 下水流出水､ 下水汚泥､ 下水汚泥焼却

灰など下水関係試料について､ ガンマ線核種分析を行っ

た｡ 表５に示したように､ 下水汚泥から50±4.7Bq/kg

のヨウ素131を検出した以外は検出されなかった｡

下水汚泥焼却灰からヨウ素131は検出されなかった｡

２. ５ 牛肉・牛乳

牛肉 (143試料) については､ 飼料として汚染され

た稲わらを摂取した牛が出荷されたおそれがあるとの

連絡等に基づき緊急調査することとなった｡､ 調査初

期の牛肉試料 (３試料) についてはセシウム137及び

セシウム134が暫定規制値 (500Bq/kg) を超えた｡ そ

のガンマ線核種分析結果を表６に示した｡

牛乳 (３試料) については､ すべてヨウ素-131や放

射性セシウムは検出されなかった｡ その結果を表７に

示した｡

２. ６ 水産物

高知県の代表的水産物であるカツオ (９試料) につ

いて７月からほぼ毎月ガンマ線核種分析を実施した｡

その結果を表８に示した｡

12月の試料からセシウム137が1.4±0.33Bq/kg､ セ

シウム134が0.77±0.25Bq/kg検出された以外は検出

されなかった｡

また､ その他にキンメダイ､ ゴマサバ､ イワシシラ
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スについてもガンマ線核種分析を実施したので､ 表８

に合わせてその結果を示した｡

２. ７ 腐葉土

福島第一原子力発電所事故以後に出荷された腐葉土

(21試料) について放射能汚染が認められる等の連絡

や報道を受けて緊急に実施した｡

牛肉と同様に３試料が暫定許容値 (400Bq/kg) を

超えた｡ その結果を表９に示した｡

２. ８ 高知県内産農畜産物

ゆず果皮､ コメ (玄米)､ 牛肉､ ベイナス､ ショウ

ガ､ ミョウガ､ ニラ､ シシトウ各１検体のガンマ線核

種分析結果を表10に示した｡ いずれの試料からも放射

性核種は認められなかった｡

２. ９ 地上１ｍでの空間放射線量率

高知市辷り山等の県下各地点の測定結果を月ごとに

まとめて表11に示した｡ 各地点での地質や地形の違い

によって空間放射線量率の違いはあるものの､ 福島第

一原子力発電所事故以前に測定した過去のデータ３)４)

と比べて明らかに高い地点は認められなかった｡

なお､ 環境放射能水準調査として実施した平成23年

度のモニタリングポストの最大値､ 最小値､ 平均値は

それぞれ58nGy/h､ 21nGy/h､ 26nGy/hであり２) 福島第

一原子力発電所事故以前と同様の傾向を示し事故以前

と変化はほとんどなかった｡
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平成23年３月11日に発生した東日本大震災に伴う福

島第一原子力発電所事故に関し､ ３月12日から順次モ

ニタリングが強化された｡

また､ 危機管理部や関係部局と連携して､ 放射性物

質汚染の疑いがあるものや､ 県産品などのモニタリン

グを実施することとし調査にあたっては当所職員が一

丸となって取り組んだ｡ 測定の結果等は迅速に高知県

ホームページ５)に公表し､ 県民の不安の解消を図った｡

環境放射能水準調査の降下物ではヨウ素131が４月

分から､ セシウム137及びセシウム134が4月分から７

月分まで検出されており２)累積された結果と考えられ､

福島第一原子力発電所事故の影響が認められる結果と

なった｡

蛇口水からは､ 福島第一原子力発電所事故由来の人

工放射性核種は検出されなかったが､ 平成23年４月19

日採取分の降下物からヨウ素131およびセシウム137が

検出された｡

高知近海の海水や高知県内産農産物からはヨウ素131

や放射性セシウムは検出されなかった｡

カツオから微量のセシウム-137及びセシウム-134が

検出されたことから海洋汚染の広がりが懸念される結

果となった｡

下水道汚泥からヨウ素131が検出されたが､ これが

放射性医薬品の摂取者由来のものか福島第一原子力発

電所事故由来のものかは判別できなかった｡

牛肉や腐葉土のように因果関係が明らかなものにつ

いて､ 牛肉で食品の暫定規制値 (放射性セシウムの合

計値) 500Bq/kgを超過するものが３試料､ 腐葉土で暫

定許容値 (放射性セシウムの合計値) 400Bq/kgを超過

するものが３試料あり明らかに汚染が認められた｡

福島第一原子力発電所事故後のモニタリングポスト

による空間放射線量率の測定結果は､ 前年度までと比

べ大きな変化はなく同じ水準で推移していた｡

これらの結果から､ 若干の低いレベルでの検出事例

はあったものの福島第一原子力発電所事故の高知県へ

の影響は少ないと考えられた｡

なお今後も､ 福島第一原子力発電所事故後の影響を､

継続してモニタリングしていく予定である｡
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表２ 海洋深層水核種分析結果

表１ 降下物 (平成23年４月19日採取分) 核種分析結果



表４ 公共用水域測定箇所における海水の核種分析結果
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表３ 海水浴場における海水の核種分析結果



高 知 衛 研 報 58, 2012 41

表５ 下水処理場関係試料の各種分析結果

表６ 牛肉の核種分析結果
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表７ 牛乳の核種分析結果

表８ 水産物の核種分析結果

表９ 腐葉土の核種分析結果

表10 農畜産物核種分析結果
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表11 地上１ｍ地点での空間放射線量率


